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取 組 方 針

有 限会社 新 村建 装 は、 顧客 ニ ーズ にあ つた塗装 や [方 水な ど工 事 の施工 及 び

施 工管理 を して い ます。

また、当社の事業活動 を進めていく中で、環境保全が重要課題の一つであ

ることを認識 し、地球環境 との調不日、地域社会 との融不□を図 りなが ら進歩 。

発展 していくことを目指 して いきます。 このため、私たちは、事業活動 に伴

う環境への負荷 を少なくするため に、以下の取組 を社員一丸 とな って推進 し

ます。

① 事業活動の中での省エネルギーと省資源 (組使用量の節減)

② 廃棄物の削減とリサイクルの推進

③ 資源の有効な利用の徹底

この方針 に基 づ いて 社 員 一人 ひ と りが 自主 的 に環 境保全 活動 に取 り組 むた

め に、取組 方針 と取 組 目標 及 び具体 的な取 組 内容 を全社 員 に周矢日します。
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有 限会社  新村建 装

代表取締役社長  新村 順



3 環境負荷の低減目標

25年に向けての環境負荷の低減目標は、次のとおりです。(数値的な低減目標についての基準

年度は、いずれも 23年です。)

【目標 司】 二酸化炭素の総排出量を 5%削減する

基準年の総排出量

69077.87(kg‐ C02)

【目標 2】 産業廃棄物の排出量を 5%削減する

基準年の排出量

31.81 (t)

【目標 3】  コピー用紙の使用量を 5%削減する

基準年の使用量

23.5(kg)

目標年の総排出量

65623.98(kg‐ C02)

目標年の排出量

30。 22 (t)

目標年の使用量

22.33(kg)

4 環境保全に向けた具体的な取組

【取組司】 二酸化炭素排出量の削減

(作業部門での活動)

・ 昼休みと休憩時間には、コンプレッサー等、使用していない機械の電源を切る

・ コンプレッサーのエアー漏れを定期的に点検する

。 作業効率の改善により残業時間を少なくする

(事務 。営業部門での取組)

。 事務室の空調温度を適正 (冷房時 28度、B妥房時 20度 )に設定する

。 昼休み消灯と人のいない部屋の消灯を徹底する

。 パソコンとコピー機の節電機能を活用する

。 社用車の効率的な使用を徹底する

。 アイドリングの防止と無駄のないアクセル操作を心がける

。 車の空調温度を適正温度に設定する

【取組 2】  廃棄物の適正管理と排出量の削減

(産業廃棄物)

・ 廃棄物の分別仕様を再検討し、置き場を整備する

。 作業工程ズ〕`ら発生する金属くすは全てリサイクルする

。 廃棄物管理票 (マニフェス ト)の管理を徹底する

。 ウエス、軍子は使用限度を定め、無駄に廃棄しない



【取組 3】  コピー用紙使用量の削減

。 両面印刷、両面コピーを徹底する

。 使用済み用紙の裏面を利用する

。 書類、資料の電子データ化を進める

5 環境行動計画の実施体制

社長を委員長とする環境活動委員会を設け、半期ごとに取組目標の進捗状況と具体的な取組の

実施状況をチェックします。




